






要約 

1)静岡県では昭和57年2月から特発性乳児ビタミンK(VK)欠乏性出血症予防のフィールド

トライアルが行われている。VK 投与状況およびHepaplastintest(HPT)値は調査票により集

計した。1ケ月検診時 HPT 低値例の昭和 63 年 1月～10 月追加分は治療的投与群が1例,投

与不要群が 32 例であり,今回の追加集計で予防的投与群に HPT 低値例はなかった。 

2)母親に VKを投与し,VK1 および VK2(MK-4,MK-7)の母乳中への移行を調べた。母乳中濃度

と血漿中濃度を比べると,VK1 と MK-4 は母乳中濃度の方が高く,母乳中に濃縮されていた。

濃縮率は MK-4 の方が高く,また MK-4 を負荷する事により更に濃縮率が上昇した。 

3)正常妊婦血漿中のVK濃度とHPT値の関係を調べると,log(MK-4)はHPT値と正の相関を示

したが,VK1及び MK-7 濃度と HPT 値は相関が認められなかった。MK-4 の生体内動態また凝

固能に与える生物学的活性の特殊性が示唆された。 


